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 農薬は、農薬取締法に基づき、その使用のたびに農薬を使用した年月日や場
所、農作物等を記帳する必要があります。 
 また、肥料等生産資材の施用状況についても事後に生産工程を確認できるよう、
購入伝票や使用履歴等の記録を保管しましょう。 

 農薬使用に係る帳簿記載については、農薬を使用する者が遵守すべき基準として農薬取締
法に基づく省令で定められており、基準に違反した場合は３年以下の懲役もしくは100万円以下
の罰金に処し、又はこれを併科することとなっています。 
 また、肥料等その他の生産資材の使用記録等の記帳については、法令上の定めはありませ
んが、記録を帳簿に記載し、保管することにより、消費者への情報の提供が容易となり、農産物
への信頼性の向上につながります。 
 また、万が一、農産物に農薬汚染や食中毒などの事故が生じた場合、原因究明の手がかりに
なるとともに、汚染された農産物等の廃棄処理等が、特定のほ場などに限定できるなど、被害
の広がりを防ぐことにつながります。 
 このことからも、農薬だけでなく、肥料等の生産資材についても使用後は生産履歴簿やその
他の方法により記録を行いましょう。 
 
【農薬使用に係る帳簿の記録】  
 農薬を使用したときは、次に掲げる事項を帳簿に記載しましょう。  
(1) 農薬を使用した年月日  
(2) 農薬を使用した場所  
(3) 農薬を使用した農作物等  
(4) 使用した農薬の種類又は名称  
(5) 使用した農薬の単位面積当たりの使用量又は希釈倍数 
 上記については、農薬の総使用回数の超過を防ぐためにも大変重要ですので、間違いなく実施
する必要があります。 
 
【その他生産資材に係る記録】 
 肥料等の生産資材についても、購入伝票の保管や使用履歴の記帳などの記録と保管を行いま
しょう。 

規範項目３４ 必須・重要・推奨 

取組事項 
・ 農薬・肥料等の生産資材の購入伝票等を保管する。 
・ 農薬の使用後は、使用した年月日や場所などの情報について、速やか 
  に生産履歴簿に記載する。 
・ 肥料や土壌改良資材など、その他の生産資材についても、使用後は生 
  産履歴簿やその他の方法により記録を行う。 
・ 購入時の伝票や生産資材の使用履歴とともに、作物生育の良否や当該 
  年の気象、施設・機器の清掃記録等についても記録・保管し、事後もさか 
  のぼれるようにする。 

生産資材の使用履歴記帳と記録の保管 
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■生産履歴記帳の例

【根拠法令等】 
○ 農薬取締法・農薬を使用する者が遵守すべき基準を定める省令 
  （平成15年農林水産省・環境省令第5号） 

○ 環境と調和の取れた農業生産活動規範について  （平成16年度農林水産省通知） 

 なお、生産資材だけでなく、作物の生育の良否や当該年の気象、施設・機器の清掃記録等を記
録に残すことは、事後の検証にも大変有効です。 
 記録はできる限りほ場毎に作成するとともに、当該年の作物の生育状況や気象を踏まえ、農薬
等の効果的な使用のための評価・改善や品質の向上、労働力の配分、在庫管理による経費の節減
等に活かしましょう。 
 ※ 農協や生産部会等でこれらを網羅した生産履歴記帳に取り組んでいる場合もありますの 
  で、このような取組も参考にしてください。 
 
 記録は、取引先等からの情報提供の求めに対応したり、米トレーサビリティ法やＧＡＰの点検
のため、必要な期間保管する必要があります。作付けが終了してから１～３年を基本として、農
産物の消費期間なども踏まえて設定しましょう。（米トレーサビリティ法に係る記録は、原則３
年間の保管が必要です。また、税の確定申告など他の場面で使用する場合もありますので、記録
の保管期間にも注意しましょう。） 
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